
基本方針１　スポーツをしよう！
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1
スポーツに関する情報
収集・発信

市民にスポーツイベント等の情報を広く発信
し、市民の積極的なスポーツ活動への参加
を促します。またスポーツ団体の活動や施
設の利用情報、またスポーツ大会・イベント
情報等を収集し、市広報誌や市公式HP、
SNSなどを通じて情報を発信します。

郷育推進課
スポーツ協会

○スポーツ情報の整理とSNSの活用 SNSの発信回数 年30回実施

フェイスブック：
624ﾌｫﾛﾜｰ
6投稿

インスタグラム：
348ﾌｫﾛﾜｰ
27投稿
43ｽﾄｰﾘｰｽﾞ
計70ｱｸｼｮﾝ

・スポーツ文化振興係公式フェイスブックにて、イベ
ント情報や事業の様子を配信した（フォロワー624
人）
・スポーツ文化振興係公式インスタグラムにて、市主
催・共催事業や部活動地域展開関連情報を随時発
信した（フォロワー348人）
・広報ふくつや市公式ホームページを活用し、市民
へイベント周知を行った。
・SNSや広報媒体を活用することで、市主催・共催事
業の情報を幅広い世代へ発信することができた。
（今後の課題・取組）
・市内のスポーツ教室、サークル、クラブチーム等の
情報集約が十分にできていない。
・学校開放事業利用団体やスポーツ関係団体へ情
報提供を呼びかけ、市民がスポーツ活動の情報を
得やすい環境づくりを進める。
・SNSの継続的な運用により、スポーツに関する情
報発信の充実とフォロワー数の増加を図る。

A A

幼児期における積極的
な身体活動の推進

保育所や幼稚園、家庭などにおいて、幼児
期から体を動かす習慣を身に着け、運動・遊
びを通した心身の健全な発育・発達に努め
ます。

子育て世代包括
支援課
こども課

Ａ：子育て支援センターなかよし事業
Ｂ：子どもの広場事業

事業参加者数
Ａ：1,000人
Ｂ：1,000人

Ａ：1,159人
Ｂ：905人

･ふくとぴあ子育て支援センターにおいて事業実施
（ぴよぴよタイム（0～1歳児）：613人、ともだちタイム
（2～3歳児）：199人、あいあいタイム（未就学児）：
232人、ぽっぽタイム（多胎児）：115人）
・市内保育所において事業実施

B B

小・中学校におけるス
ポーツ活動支援

運動をする子どもとそうでない子どもの二極
化傾向が続いていることから、子どもがス
ポーツの楽しさや効果を実感し、スポーツ実
施率の向上や体力・運動能力の向上に繋げ
ることを目指します。

郷育推進課
学校教育課
スポーツ推進委
員

○スポーツコンテスト広場
スポーツコンテ
スト広場
実施率

70%
小学校：74％
中学校：その他
の取り組み有

【小学校】
・学期に1回、スポコン広場を活用した運動チャレン
ジを実施
・全校で大繩のチャレンジを競い、回数を校内に掲
示
・体育の授業時に、なわとびやグーパースクワットを
取り入れている
【中学校】
・体育の準備運動の中に、４種の補強運動を実施
・持久走の授業や体力テストにおいて、クラスでラン
キングをつけ、意欲の向上を図る

A A

高齢世代のスポーツ参
加促進

高齢世代がいつまでも住みなれたまちで健
康に暮らせるよう、健康保持増進、介護予防
のための適切なスポーツ習慣を身に付け、
スポーツを通した地域交流、社会参加を促
進できる機会を構築します。

郷育推進課
スポーツ協会
スポーツ推進委
員

〇スポーツ推進委員運営事業
〇体育協会加盟団体主催体験教室
の開催

出前講座・
体験教室開催
回数

出前講座：5回
体験教室：13回

出前講座：5回
体験教室：15回

・スポーツ推進委員が地域へ出向き、筋力向上や認
知症予防を目的とした運動教室を実施することで、
継続的な運動習慣のきっかけづくりに加え、参加者
同士の交流の場としても機能し、高齢者を中心とし
た健康づくり及び地域コミュニケーションの活性化に
寄与した。
・グラウンドゴルフやバドミントンなど、比較的経験の
有無を問わず参加できるスポーツの体験教室を開
催することで、継続的な運動習慣のきっかけづくりに
寄与するとともに、スポーツ協会への入会にも繋
がっている。

A A

青年期・壮年期のス
ポーツ活動の推進

働き盛りの人や子育て世代を中心に、ス
ポーツ実施率が低くなる傾向にあることか
ら、青年期・壮年期の心身の健康増進のた
め、気軽にスポーツに親しめる環境づくりを
行います。

郷育推進課
スポーツ協会
スポーツ推進委
員

Ａ：ニュースポーツ普及事業
Ｂ：親子体験活動支援事業
Ｃ：健康づくり地域フェスタ
Ｄ：生涯スポーツ推進事業

参加者数

Ａ：120人
Ｂ：300人
Ｃ：100人
Ｄ：100人

Ａ：164人
Ｂ：259人
Ｃ：28人
Ｄ：55人

・8/24（日）にスポーツ協会主催・福津市共催でレク
リエーションスポーツ体験会を実施（参加者：32家族
125人）。10/25（土）、1/17（土）にレクリエーション協
会（スポーツ協会加盟団体）においてニュースポーツ
大会を実施した（参加者：39人）。
・親子体験活動支援事業（市主催）、地域フェスタ（今
年度はアビスパ福岡共同事業として福岡都市圏サッ
カーフェスタin宗像・福津を開催）、生涯スポーツ推
進事業（チャレンジランキング・市主催）は、主に小
学生の子どもと親の2世代での参加があり、家族同
士で楽しみながらスポーツに親しむ活動の機会を創
出することができた。
・親子体験活動支援事業については昨年度より参加
者減ではあるが、活動内容が毎年異なり、またその
活動の内容によって参加可能人数も異なることが減
となった要因である。

B B

2

外部評価

推
進
施
策

今後5年間の取り組み 具体的内容

実施年度

関係所管・団体等

福津市スポーツ推進計画2024～2028　アクションプラン成果報告書（2025）

【事業名】 指標 取り組み内容（2025）

内部評価
A：できた

B：もう少し
C：できてない

実績
（2025）

資料等
計画

（2025）

年度 2024 2025 2026 2027 2028
フェイスブック
フォロワー数（人） 606 624
前年度増減数 - 18
前年度増減率 - 103.0%
投稿数（回） 5 6
前年度増減数 - 1
前年度増減率 - 120.0%
インスタグラム
フォロワー数（人） 103 348
前年度増減数 - 245
前年度増減率 - 337.9%
投稿数（回） 12 27
ストーリーズ（回） 0 43
発信数合計（回） 12 70
前年度増減数 - 58
前年度増減率 - 583.3%

年度 2024 2025 2026 2027 2028
A：子育て支援センターなかよし事業
参加者数（人） 947 1,159
前年度増減数 - 212
前年度増減率 - 122.4%
B：子どもの広場事業
参加者数（人） 841 905
前年度増減数 - 64
前年度増減率 - 107.6%

年度 2024 2025 2026 2027 2028
〇スポーツ推進委員運営事業
出前講座回数（回） 3 5
前年度増減数 - 2
前年度増減率 - 166.7%
〇体育協会加盟団体主催体験教室の開催
体験教室回数（回） 11 15
前年度増減数 - 4
前年度増減率 - 136.4%

年度 2024 2025 2026 2027 2028
A：ニュースポーツ普及事業
参加者数（人） 39 164
前年度増減数 - 125
前年度増減率 - 420.5%
B：親子体験活動支援事業
参加者数（人） 383 259
前年度増減数 - -124
前年度増減率 - 67.6%
C：健康づくり地域フェスタ
参加者数（人） 43 28
前年度増減数 - -15
前年度増減率 - 65.1%
D：生涯スポーツ推進事業
参加者数（人） 49 55
前年度増減数 - 6
前年度増減率 - 112.2%

年度 2024 2025 2026 2027 2028
〇スポーツコンテスト広場（小学校）
実施率（％） 68 74
前年度増減
（ポイント）

- 6

1



障がい者スポーツの推
進

障がいの有無にかかわらず気軽に親しむこ
とができるスポーツ活動を推進し、障がい者
の体力づくり、社会参加を促進します。

郷育推進課
スポーツ協会
スポーツ推進委
員

○ニュースポーツ普及事業（再掲）
ニュースポーツ
大会の開催

実施1回 3回

・8/24（日）にスポーツ協会主催・福津市共催でレク
リエーションスポーツ体験会を実施（参加者：32家族
125人）。10/25（土）、1/17（土）にレクリエーション協
会（スポーツ協会加盟団体）においてニュースポーツ
大会を実施した（参加者：39人）。

A A

3
海洋スポーツ活動の推
進

ヨット、カヌーなど福津市の自然を生かした
海洋性スポーツに取り組むことを通し地域へ
の愛着と誇りを醸成し、地域の活性化につ
なげます。

郷育推進課 ○海洋性スポーツ事業
事業参加小学
校数

7校 7校

カヌーやサップ、ロープワーク等の海洋体験と水辺
の観察による環境学習をメニューとした「小学校課
外体験事業」（対象：小学5年生）に市内7校、全27
回、約854人が参加した。

A A

基本方針２　スポーツをみよう！
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1
スポーツに関する情報
収集・発信

市民にスポーツイベント等の情報を広く発信
し、市民の積極的なスポーツ活動への参加
を促します。またスポーツ団体の活動や施
設の利用情報、またスポーツ大会・イベント
情報等を収集し、市広報誌や市公式HP、
SNSなどを通じて情報を発信します。

郷育推進課
スポーツ協会

○スポーツ情報の整理とSNSの活用
（再掲）

SNSの発信回数 年30回

フェイスブック：
624ﾌｫﾛﾜｰ
6投稿

インスタグラム：
348ﾌｫﾛﾜｰ
27投稿
43ｽﾄｰﾘｰｽﾞ
計70ｱｸｼｮﾝ

・スポーツ文化振興係公式フェイスブックにて、イベ
ント情報や事業の様子を配信した（フォロワー624
人）
・スポーツ文化振興係公式インスタグラムにて、市主
催・共催事業や部活動地域展開関連情報を随時発
信した（フォロワー348人）
・広報ふくつや市公式ホームページを活用し、市民
へイベント周知を行った。
・SNSや広報媒体を活用することで、市主催・共催事
業の情報を幅広い世代へ発信することができた。

A A

2
トップアスリートの応援
機会の充実

市広報誌や市公式HP、SNS等を活用し、地
元で行われるトップアスリートの大会情報を
広く発信し、スポーツの観戦を促します。ま
た福津ゆかりのアスリートが国際大会等に
出場する際に、パブリックビューイングを実
施します。

郷育推進課

○全日本実業団対抗女子駅伝予選
会支援事業（プリンセス駅伝）
〇パブリックビューイング等の実施
〇プロスポーツチームとの連携協定
等の検討

大会実施 大会実施 大会実施

・10/19（日）第11回プリンセス駅伝実施。
・10/19（日）第11回プリンセス駅伝パブリックビュー
イング実施（宗像ユリックス）
・アビスパ福岡と福岡都市圏との共同事業の推進

― A A

基本方針３　スポーツをささえよう！
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1
スポーツボランティアの
確保・養成

スポーツ活動においては、スポーツを支える
多くのボランティアの存在が必要です。ス
ポーツボランティアの活動の意義を高め、進
んで参加できる環境づくりを進めます。

郷育推進課
スポーツ協会
スポーツ推進委
員

○全日本実業団対抗女子駅伝予選
会支援事業（プリンセス駅伝）
○成人祝賀駅伝競走大会
○スポーツ推進委員運営事業

ボランティアス
タッフの人数

650人

〇プリンセス駅
伝：480人
〇成人駅伝：
140人
合計：620人

・市民、地元企業、市内中高生など幅広い世代のボ
ランティアの協力により、各種スポーツ事業を円滑に
実施することができた。
・ボランティア活動を長年支えていただいている方々
の存在は大きな力となっているが、担い手の高齢化
が進んでいることから、次世代の人材確保が課題と
なっている。今後は企業や学校との連携を深めると
ともに、ボランティア活動の周知・啓発を強化し、新
たな担い手の確保につなげていく。

B B

2
スポーツ関係機関との
連携・協働

民間事業者や大学等との繋がりを深め、各
団体のスポーツや社会貢献活動に関心を持
つ人材を、市のスポーツ推進に活かします。

郷育推進課

○全日本実業団対抗女子駅伝予選
会支援事業
○成人祝賀駅伝競走大会
〇スポーツ推進委員の体制強化

連携機関の団
体数

7団体 6団体

市内高校や地元企業等と連携し、各種イベントにお
けるボランティア協力や施設利用など、円滑な事業
運営に向けた協力体制を構築した。また、新たに宗
像看護専門学校からボランティアの協力を得るな
ど、連携の輪を広げることができた。

ボランティア協力団体：水産高校、光陵高校、西日本ｼ
ﾃｨ銀行、九州電力、市内各郵便局、宗像看護専門学校

B B

3
中学校部活動の環境整
備

福津市の強みや生徒のニーズを踏まえ、す
べての生徒がスポーツ活動に継続して親し
むことができる機会を確保していきます。

郷育推進課
学校教育課
スポーツ協会

○学校部活動地域移行支援事業
地域クラブ・指
導者人材バンク
登録数

方針決定（2024
年度完了）
A:地域クラブ登
録数
B:指導者人材
バンク登録者数

A：21クラブ
B：60人

・令和7年4月より「福津市認定地域クラブ」を設立
し、部活動スライド型の21クラブが休日月2回のクラ
ブ活動を開始した。
・今年度設立した地域クラブの指導者として、60人が
指導者登録を行った。
【2025（令和7）年度事業実績】
・4月　 市認定地域クラブ発足
・7月9月11月2月　説明会・情報交換会
（参加者：7月10人/9月12人/11月9人/2月7人　合計
38人）
・7月3月 福津市ｽﾎﾟｰﾂ・文化推進協議会
・7月　 指導者研修会（参加者小・中学校教職員：
417人）
・11月　ｱﾝｹｰﾄ調査実施（対象：小・中学生、保護
者、教職員　回答数：3,630）
・12月　第2回福津市ｽﾎﾟｰﾂ・文化推進協議会
・2月　 「ｼﾞｭﾆｱｽﾎﾟｰﾂの環境整備に向けた協力体制
に関する連携基本協定」締結（日本ｽﾎﾟｰﾂ協会、福
岡県ｽﾎﾟｰﾂ協会、福岡県）
・2月　ｽﾎﾟｰﾂ指導者講習会（受講者：14名）

A A

資料等

2

計画
（2025）

実績
（2025）

資料等

推
進
施
策

今後5年間の取り組み 具体的内容

実施年度

関係所管・団体等
計画

（2025）
外部評価

外部評価

【事業名】 指標 取り組み内容（2025）

内部評価
A：できた

B：もう少し
C：できてない

今後5年間の取り組み 具体的内容 取り組み内容（2025）

内部評価
A：できた

B：もう少し
C：できてない

実施年度

関係所管・団体等 【事業名】 指標
実績

（2025）

年度 2024 2025 2026 2027 2028
フェイスブック
フォロワー数（人） 606 624
前年度増減数 - 18
前年度増減率 - 103.0%
投稿数（回） 5 6
前年度増減数 - 1
前年度増減率 - 120.0%
インスタグラム
フォロワー数（人） 103 348
前年度増減数 - 245
前年度増減率 - 337.9%
投稿数（回） 12 27
ストーリーズ（回） 0 43
発信数合計（回） 12 70
前年度増減数 - 58
前年度増減率 - 583.3%

年度 2024 2025 2026 2027 2028
〇全日本実業団対抗女子駅伝予選会支援事業（プリンセス駅伝）
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ人数 462 480
前年度増減数 - 18
前年度増減率 - 103.9%
〇成人祝賀駅伝競走大会
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ人数 126 140
前年度増減数 - 14
前年度増減率 - 111.1%
合計
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ人数 588 620
前年度増減数 - 32
前年度増減率 - 105.4%

年度 2024 2025 2026 2027 2028
A：地域クラブ
登録数（クラブ）方針決定 21
前年度増減数 - -
前年度増減率 - -
B：指導者人材バンク
登録者数（人） 方針決定 60
前年度増減数 - -
前年度増減率 - -
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4
次世代のスポーツ活動
の支援

競技スポーツにおける青少年の育成支援の
ため、スポーツ教室を開催します。また全国
大会等の出場者に対し奨励金を交付しま
す。

スポーツ協会
郷育推進課
建設課
指定管理者

○全国大会等出場者奨励金交付事
業
○スポーツ協会加盟団体主催体験
教室の開催（再掲）

奨励金の交付
件数
体験教室開催
回数

奨励金：50件
体験教室：13件

奨励金：34件
体験教室：15件

・計画と比較すると件数としては下回るが、世界大会
や全国大会出場者からの申請が多く、金額ベースで
は概ね90％の交付を行った。
なお、2025（令和7年度）をもって本事業は終了とな
る。
・グラウンドゴルフやバドミントンなど、比較的経験の
有無を問わず参加できるスポーツの体験教室を開
催することで、継続的な運動習慣のきっかけづくりに
寄与するとともに、スポーツ協会への入会にも繋
がっている。

B B

基本方針４　スポーツでつながろう！
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1
スポーツを通じた地域
間・世代間交流の促進

郷づくりや自治会単位での地域スポーツ活
動に対し、積極的な支援を行い、地域住民
の地域間・世代間交流を促進します。

郷育推進課
スポーツ協会

Ａ：市ソフトボール大会
Ｂ：成人祝賀駅伝競走大会
Ｃ：区対抗バレーボール大会

大会参加チー
ム数

Ａ：64チーム
Ｂ：50チーム
Ｃ：30チーム

Ａ：48チーム
Ｂ：41チーム
Ｃ：31チーム

・300歳ソフトボール大会：5/11（日）天候不良により
開催できない年度が続いていたが、3年ぶりに開催
することができた。
・成人祝賀駅伝：1/11（日）昨年度を上回るチーム数
の参加があった。
・区対抗ソフトボール大会：9/29（日）昨年度を上回
るチーム数の参加があった。

B B

2
学校体育施設開放の推
進

気軽にスポーツができる地域スポーツの場
が必要なことから各小・中学校の体育施設
における開放を進めます。

郷育推進課
学校教育課

○社会体育推進事業
学校開放事業
による利用団体
数

200団体 217団体

地域で活動する社会体育団体（クラブチーム等）の
活動拠点として活用されており、継続的なスポーツ
活動を通じて、市民の健康増進や競技力向上、地域
間の交流促進に寄与している。

A A

3 施設の計画的整備

市内のスポーツ施設の多くが老朽化が進ん
でいる状況の中、中・長期的な視点から計
画的に改修整備を進めていき、市民が安
心・安全にスポーツ活動が実施できるよう施
設整備を行います。

郷育推進課
管財課
教育総務課

○体育施設維持管理事業 ― 計画的整備 計画的整備

今年度、計画的整備工事の該当はなかったが、教
育総務課において下記の修繕工事を実施した。
・8月　福間南小体育館扉改修工事
・3月　福間東中体育館外壁修繕工事

― B B

計画
（2025）

実績
（2025）

資料等 外部評価

内部評価
A：できた

B：もう少し
C：できてない

推
進
施
策

今後5年間の取り組み 具体的内容

実施年度

関係所管・団体等 【事業名】 指標 取り組み内容（2025）

年度 2024 2025 2026 2027 2028
〇全国大会等出場者奨励金交付事業
奨励金交付件
数（件）

46 34

前年度増減数 - -12
前年度増減率 - 73.9%
〇スポーツ協会加盟団体主催体験教室の開催（再掲）
開催回数 11 15
前年度増減数 - 4
前年度増減率 - 136.4%

年度 2024 2025 2026 2027 2028
A：市ソフトボール大会
参加数（チーム） 中止 48
前年度増減数 - -
前年度増減率 - -
B：成人祝賀駅伝競走大会
参加数（チーム） 40 41
前年度増減数 - 1
前年度増減率 - 102.5%
C：区対抗バレーボール大会
参加数（チーム） 28 31
前年度増減数 - 3
前年度増減率 - 110.7%

年度 2024 2025 2026 2027 2028
〇社会体育推進事業
利用数（団体） 202 217
前年度増減数 - 15
前年度増減率 - 107.4%
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